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１．研究実施の概要 

 

 霊長類大脳皮質における視覚情報処理のあり方、物体の知覚や認識にいたる脳内機構の

理解を目指した。物体視知覚の後期過程に焦点を置き、側頭葉視覚経路の最終段である下

側頭葉皮質（IT：後半部 TEO 野と前半部 TE 野）とその前段 V4 野の神経細胞の機能的性質

と領野の機能解剖学的構築を解析した。また、行動実験によりサルの物体視知覚能力の検

討を行った。 

 

（１）側頭葉経路（IT野および V4野）における両眼視差選択性細胞の発見 

 奥行き方向の位置手がかりである両眼視差は、頭頂葉経路で処理されると考えられてき

た。しかし、私たちは IT・V4 野の細胞の多くが両眼視差に感受性を持ち、一部の細胞は両

眼視差と形の情報から算出した３次元面構造を伝えることを見出した。また、サルがヒト

と同様、一般像抽出原則に基づき面構造を知覚することを行動学的に確認した。さらに、

「細かい奥行き」を弁別する課題を遂行中の IT細胞の活動から、サルの奥行き判断を 80％

以上の確率で予言できることを示し、これらの神経活動が奥行き判断に使われている可能

性が高いことを示す証拠を得た。IT・V4 野に似た両眼視差に反応する細胞が集まる機能的

構造が存在すること、IT に両眼視差のみから定義された形に反応する細胞が存在すること

も見出した。これら一連の発見は、側頭葉経路で両眼視差に関する多様な情報処理がなさ

れていることを示し、霊長類の大脳視覚システムの捉え方に変更を迫るとともに、両眼視

差脳内処理の研究に新分野を拓いた。 

 

（２）TE野細胞の図形選択性と受容野形成における GABA 抑制の機能的意義の同定 

 TE 野細胞の複雑な２次元図形特徴に対する選択的反応性および受容野構造を形成する情

報処理過程に TE 野内における伝達物質 GABA を介する抑制性機構が関わっていることを見

出した。抑制性 TE野細胞が図形に対する反応選択性を有することも確認し、刺激選択的抑

制が TE 野細胞の性質の生成に重要な役割を果たすことを明らかにした。 

 

（３）TE野の水平軸索構造の特異性と発達過程の発見・記載 

 TE 野錘体細胞の水平軸索側枝の解剖学的構成が V1 と大きく異なり、その特徴が TE 野の

機能的コラム構造の性質と一致することを発見した。この解剖学的構造は、胎児期にその

基本が出来、出生後、ヘブ則に沿ったシナプスの増減により最終構築が完成する証拠を得

た。 
 

（４）霊長類大脳皮質におけるシナプス可塑性の多様性の実験的証拠 

 水平軸索側枝に連発電気刺激を与えると、TE野ではシナプス長期増強が、一方 V1ではシ

ナプス長期抑圧が起こることを示し、皮質領野によりシナプスの可塑性が異なることを示
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した。 

 

（５）「全体の知覚」と「部分の知覚」における ITの機能分化に関する仮説の提唱 

 私たちは、物体を全体として知覚して後、その物体を構成する部分を知覚する。サルも

ヒトと同様、全体の知覚が部分の知覚に先立つことを確認した上で、サルに陽電子断層

（PET）法を適用した。全体の知覚では TEO 野が、部分の知覚においては TE 野が主に活動

することを見出し、IT野がその前後軸方向で機能分化していることを提唱した。 
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